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01.

02. 起業家育成支援事業
「月３万円のわたしごと」講座

まちなかエリアリノベーション



まちなかワークショップ

ジブンゴトのまち暮らしワークショップ

01.

旧遠藤邸を中心としたまちなかエリアを舞台に

「あったらいいな」を叶えたいワークショップ。

面白いと思うことを誰でも実現できる場づくり。

高校生、若者、大人をかき混ぜてグルーピング

わたしが楽しいと　まちも良くなる

[参加者】

葛巻高校３年生

地域おこし協力隊

地域の若者、大人の皆さま



開催風景

ワークショップ
第１回目　企画づくり　 第１回目　　企画のプレゼン、選出

第２回目　企画内容をみんなで練り上げる第２回目　内容決め



企画イベント

高校生・移住者と

つながるカフェ

高校生×移住者（協力隊）が町民を

おもてなししながら町民と繋がって

自分たちのこと、思いを知ってもら

おうとする会。

館からの脱出

建物の古さや薄暗さを生かして舞台

にした「脱出ゲーム」

でんと～つなぐ祭り

地域の団体を巻き込み、町民と伝統

芸能を鑑賞したり、一緒に味わった

り楽しむ娯楽の時間の提供。



でんと～つなぐ祭り

・自分たちのすきなことを、町にいるプレイヤーさんと一緒に

　形にして、町の人たちと楽しんだイベント。

・メンバーによる日本舞踊のお披露目と、町の民謡伝承会のみ

　なさんのご協力でステージ。

・メンバーの声掛けなどで、町の芸能好きな方々がたくさん来

　場。遠藤邸が狭かった。

・娯楽の場づくりを通して、芸能はとても喜ばれるものだとわ

　かる。定期的にまたやれたら、と。

・もっとこうしたかった、という振り返り。こういうイベント

　が日常叶えやすい環境づくり、ソフト体制づくりへ。



振り返って
若者が少ない町内。事業への参加者を集めることも容易ではない

中、毎年面白がって率先して参加してきてくれたのが、３月卒業

した葛巻を心から愛する高校３年生組でした。いつもいつも、町

をポジティブに観ていて、常に盛り上げてくれてきました。卒業

しても活躍を楽しみにしています。と同時に、彼らがまたこの町

に戻ってきて、同じように町を楽しんで盛り上げてくれる日を、

心から楽しみにしています。みんなは町の希望です☆

・アクションしてください、と言ってもしない、できない。新たにやりたい人を

　増やす、ということのある意味の限界。

・すでにある団体、グループが使いやすい場づくりから、さらによりよく活動し

　てもらえるには？も大切な視点。

・町にいる学生と言えば高校生。高校との連携体制は、今ある総探への協力を取

　ることもできる。しっかり高校と高校生、若者が使いやすい、集まりやすい場

　づくりも。
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